
瀬戸間伏橋
～激流に架かる石のアーチ～

特 命 ！ カ メ ラ マ ン
ふるさとの風景を激写せよ !

　野方地区の瀬戸間伏川に大正12年に
架設された町内唯一の石橋です。薩摩藩
が利用していた時代から、ひとたび降雨
ともなれば、激流岩をかみ、通行人を飲
み込んでしまうほどの難所だったそうで
す。水之谷集落からの通学路沿いにあっ
たこの石橋は、私の心の中の世界遺産で
あり、いつまでもその姿で残ってほしい
と願ってやみません。　
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うなぎ専門店

　　　   うなぎ太郎
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■うなぎ専門店　うなぎ太郎（国道２２０号線沿）
　営業時間：11：00 ～ 14：30　17:00 ～ 21:00
　定   休   日　火曜日の夜　　住　所　大崎町永吉　
　☎０９９-４７６- ０５０１

▲店主おすすめ『うな重の上』
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▲お店は、国道２２０号線沿い

▲ 日高さんはご家族４人でお
店を切り盛りされています。

～日高さんから～
「元気になるウナギを食べにき
てください！」


